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ロレンスは 1912年 10月 28日から 30日の間に , 現
存する 56頁の原稿（MS）285）を書いた。「いわば Paul 
Morelの幕あい（interlude）としての劇」（i. 466）と
いうロレンスの言葉は，MSの用紙が『息子と恋人』
の原稿の最後の頁の用紙と，そして 1912年 10月 30
日と 11月 14日に書いた手紙で使用された用紙と同一
のものであることから裏付けられる。286） MSは罫線の




























































































































（387 : 26, 388 : 33-4, 396 : 6, 401 : 34, 402 : 28, 403 : 




























を 1924年 6月 19～23日頃書き，28頁のノートに（MS）




























































原稿（MS）は 1925年 3月下旬から 5月 7日の間に
初めは 172頁のノートに鉛筆で書かれた。317） インク
での修正がいくつかある（例えば pp. 164, 167-8）。
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は）大文字にすることで矛盾のないようにした。323） 













































439 : 32で ‘Thee’に変えられていた。
訂正が施された現存の PPIIは，しかし EIのどれだ
けの変更がロレンスによるものかについての推測の助
けになっている。PPIIの13頁でロレンスは ‘his’を ‘His’ 
に変えて，‘feardest’を ‘fearest’に訂正した（439 : 15）。
しかし EIにはほかに二つの変更がある。すなわちコ


































237）　1966 年 6 月 15 日，19 ペ ー ジ の ‘Lawrence 
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Piece Shows Drama Grasp’.
238）　‘The Dominant Sex’, xiv （May 1967）, 19.
239）　Nottingham Playhouseでの上演（1970年 3月 4




のエッセイ ‘Making Pictures’と彼の絵の 5枚が
転載されている。
241）　1967年 7月 7日，7ページ。
242）　Sean Day-Lewis, ‘D.H. Lawrence on Stage’, 1967
年 8月 5日，11ページの Daily Telegraph.
243）　1967年 8月 11日，7ページ。8月 10日のさら
なる劇評については，Herbert Kretzmer, Daily 
Express, p. 5 ; Milton Shulman, Evening Standard, 
p. 5 ; B.A. Young, Financial Times, p. 18. 1967
年の他の劇評については，Helen Dawson, Ob-
server, 13 August, p. 15 ; Stage and Television To-
day, 17 August, p. 17 ; V.S. Pritchett, New States-
man, 18 August, pp. 211-12 ; John Russell Taylor, 
Plays and Players, xv （October）, 40-1 ; J.W. Lam-
bert, Drama, no. 87 （Winter）, 24 ; Ben Kimpel 
and T.C. Duncan Eaves, D.H. Lawrence Review, i 
（1968）, 72-4も参照。Sager 305-7参照。
244）　A Collier’s Friday Nightは 2月 29日に開演，The 
Daughter-in-lawは 3月 7日に，The Widowing of 
Mrs. Holroydは 3月 14日に開演した。それらは
5月 4日までレパートリーであった。Barry 
Hanson, ‘Royal Court Diary, Rehearsal Logbook of 
the Three D.H. Lawrence Plays in Repertoire at 
the Royal Court till April 20’, Plays and Players, xv 
（April 1968）, 47, 52-3, 74参照。Sager 308-18に
再版。
245）　編集者所有のプログラム。
246）　Philip French, ‘A Major Miner Dramatists’, New 
Statesman, xv （22 March 1968）, 390.
247）　‘A Major Miner Dramatists’, 390 ; ‘Lawrence 
Triptych’, 17 March 1968, p. 1 ; ‘On the Coal 
Face’, xv （May 1968）, 18-21, 51. 1968年の他の
劇評は次のようなものである。Irving Wardle, ‘A 
Strindberg of Our Own’, The Times, 2 March, p. 
19 ; Herbert Kretzmer, Daily Express, 15 March, 
p. 5 ; Harold Hobson, Sunday Times, 17 March, p. 
49 ; Simon Gray, New Society, xi （21 March）, 
423-4 ; Hilary Spurling, ‘Old Folk at Home’, Spec-
tator, 22 March, pp. 378-9 ; Mollie Panter-
Downes, New Yorker, xliv （11 May）, 101-2 ; J.W. 
Lambert, Drama, lxxxix （Summer）, 22-3 ; C.G. 
Sandulescu, ‘Lawrence Dramaturg’, Contempo-
ranul, iv （4 October）, 4 ; Chritian Moe, ‘Play-
wright Lawrence Takes the Stage in London’, D.H. 
Lawrence Review, ii （1969）, 93-7, 及び Keith Sag-
er, ‘D.H. Lawrence : Dramatist’, D.H. Lawrence 
Review, iv （19071）, 154-82も参照。
248）　1968 年 3 月 1 日，p. 19 ; 1968 年 3 月 1 日，p. 
12. さらなる劇評は次のようなものである。
1968年 3月 1 日に，Arthur Thirkell, Daily Mir-
ror, p. 18 ; Guardian, p. 8 ; Sun, p. 4. 3 月 2 日
に，Financial Times, p. 14. 3 月 3 日 に，Ob-
server, p. 31 ; Sunday Telegraph, p. 12. 3 月 9 日
に，J.C. Trewin, Illustrated London News, pp. 32-
3.
249）　‘Fine Way with a Lawrence Play’, 1968 年 3 月 8
日，p. 12. さらなる劇評は次のようなもので
ある。1968年 3月 8日に，Arthur Thirkell, Dai-
ly Mirror, p. 20 ; Daily Telegraph, p. 19 ; Milton 
Shulman, Evening Standard, p. 4 ; B.A. Young, Fi-
nancial Times, p. 38 ; Sun, p. 7 ; Philip Hope Wal-
lace, Guardian, p. 8. 3 月 10 日 に，Ronald 
Bryden, Observer, p. 31 ; Sunday Telegraph, p. 
14 ; Harold Hobson, Sunday Times, p. 50. 3 月
16日に，Illustrated London News, p. 32.
250）　1968年 3月 15日の劇評は，Daily Telegraph, p. 
19 ; Evening Standard, p. 4 ; Guardian, p. 8 ; The 
Times, p. 13 ; Sun, p. 7. 3月 17日に，Observer, 
p. 31 ; Sunday Telegraph, p. 14 ; Sunday Times, p. 
49. 3月 19日に，Financial Times, p. 26. 3月
22 日に，Spectator, ccxx, 378-9. 3 月 23 日に，




252）　1985年 8月 13日の Daughter-in-Lawの上演の
劇評の中の，Irving Wardle, The Times，7ページ。
253）　Lincoln, 1968年 6月 ; Harrogate, 1968年 7-8月 ;  
Nottingham, 1968年 10月 ; Long Wharf Theater, 
New Haven, Connecticut, 1973年 11月。
254）　New Republic，1973年 12月 15日，22ページ。
255）　1969年 3月 6日，253ページ。
256）　Questopics, no. 84，1973年 9月 ; J.R., Middlesex 
Country Times and West Middlesex Gazette, Ealing 
edition, 1973年 10月，15ページ。
257）　English Drama 1900-1930， 383ページ。
258）　Nicholas de Jongh, Guardian, 8月 18日，3ペー
ジ ; 11月 10日，13ページ参照。
259）　11月 8日，23ページ ; 11月 12日，15ページ ; 11
月 10日，13ページ。
260）　1973年 12月 9日までのレパートリーに。Sager 
324参照。
261）　1973年 11月 8日，12ページ ; lxxxvi（1973年
11月 16日），748-9 ; xxi （1974年 1月），50-1.
262）　1973年 11月 7, 8日，12ページ。1973年 11月
7日の Guardian，12ページの Peter Gillに関す
る Hugh Hebertも参照。1973年のそれ以上の
劇評は─ 11月 8日に，Daily Telegraph, p. 14 ;  
Financial Times, p. 3 ; The Times, p. 13. 11 月
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11 日 に，Observer, p. 35 ; Sunday Telegraph, p. 
18 ; Sunday Times, p. 37. 11 月 16 日 に，New 
Statesman, pp. 748-749. 11月 17日に，Specta-
tor, pp. 646-7 ; Drama （Winter）, pp. 26-8. 数篇
の劇評は Sager 324-6に再版。
263）　Nat Horne Theater, New York （1978 年 11 月 27
日），David Macenulty演出。読み合わせのリハー
サルが 1973年 3月 2日に Nottingham大学英語
学科で行われた。Davidの半ば公に催された上
演（Noah’s Floodの読み合わせがそれに先立っ
て行われた）も 1974年 2月 28日-3月 2日に，
Nottingham大学，New Theatreで開催された。
（John McRaeからの情報）。
264）　9回の上演が 1997年 10月 22日から 31日まで，
Kennington Park の GBR Studio で，London の
Royal Academy of Dramatic Artの学生によって
行われた。その上演は Brigid Panetによって演
出された。
265）　Chronology参照。The Concise Oxford Companion 
to the Theatre （1972）, The Oxford Companion to 
the Theatre （1983） 及び The Cambridge Guide to 
World Theatre （Cambridge, 1888） の DHLに関す
る見出し項目も参照。Sylvia Sklar, The Plays of 

















280）　Roberts E229b （UCB）; from the Viking press, 






286）　Helenと故 Carl Baronによる情報。書簡集 i. 
nos. 510, 513と『息子と恋人』（1912年 11月
19日完成）の原稿の最後の部分に使用された
様々なサイズの 6帖の紙。
287）　Carbon copy Roberts E130c （UT） と carbon copy

























299）　p. liiiと注釈及びテキスト比較資料参照（426 :  
40）。
300）　彼が同じ年の暮に見た The Lost Girlの初校の校
正において，112頁の約 70箇所の訂正を行った。
The lost Girl, ed. Worthen, p. xxxviii 参照。
301）　Roberts number なし （UN）.
302）　Touch and Go （1920）, pp. 5-12.
303）　83-90.
304）　Phoenix II : Uncollected, Unpublished and Other 
Prose Works by D.H. Lawrence, ed. Warren Roberts 
and Harry. T. Moore （1968）, pp. ［289］-293.
305）　Roberts EI3a （UCB）.
306）　Laughing Horse, no. 20 （Summer 1938）, 12-35 :  
Roberts EI3d （UT）.
307）　Zeitlin は Los Angeles Public Library で DHL 原
稿のフリーダ・コレクションの展示会を開くの
を手伝った。Powellによって用意された展示会
のカタログ : the manuscripts of d.h. lawrence参
照。
308）　Roberts EI3e （UCB）.
309）　Roberts EI3b （UCB）と EI3c （UT）.
310）　［545］-548.
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313）　Roberts E273b （UCB）.
314）　Phoenix, ed. McDonald, pp. 811-16.
315）　第 1カーボンコピー，Roberts E273d （UNB）。
第 2カーボンコピー，Roberts E273e （UT）。第
3カーボンコピー，Roberts E273c （UCB）。第 1
には Curtis Brown, Ltd,スタンプナンバー ‘24’
と ‘MUST AWAIT AMERICAN RELEASE DATE’
の語のラベルがついている。
316）　Tedlock 126.
317）　Roberts E87a （UN）: MSの執筆，修正の詳細に
ついては Appendix VI 参照。
318）　Roberts E87b （UT）.
319）　Roberts E87c （UT）.




うには，彼のテキストを ‘a man falling’に変え
ないで，‘man a falling’にしてしまった。PPIは
‘man a falling’ （p. 100）に再びした。
321）　PPIの現存している原稿は多くの場合，‘Deep’ 
‘Might’ ‘Bolt’のような語に ‘God’ ‘Lord’を彼が






323）　‘Note on silent emendations’参照。
324）　植字工たちは短めの比較的高価な本のレイアウ
トには特に気を使うように言われていたに違い






たものもある。例えば 121 : 8と 121 : 9での行
線の引き直しは PPIの段階でなされ，PPIIに
も表れているが，77 : 24と 77 : 25での行線の
引き直しは PPIIの段階でなされたに違いない。
325）　Roberts number なし（UN）。
326）　DHLが p. 13で 2箇所の修正をして p. 14をめ
くった時，その頁の半ばに連続した 3行の終わ
りがぼやけているのに気付いたに違いない。彼
はその破損個所に丸印を付けたが，その折りか
ら丸ごとその頁を取り除き（連結した頁は標題
紙でそれの左頁であった），破損がないと思わ
れた控えの校正原稿から差し替えた。こうして
唯一部分修正された頁はその他の点ではほとん
ど修正なしの副本原稿として現存している。
327）　上記 p. lxxviii参照。
328）　185-312 ;［67］-154.
